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目

次

監
査
委
員

○
監
査
結
果

(

都
市
計
画
課)

(

事

務

局)
…�

監

査

委

員

監
査

結
果

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
14年

９
月
９
日

に
都
市
計
画
課
を
監
査
し
た
の
で
､
そ
の
結
果
を
同
条
第
９
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す

る
｡

平
成
14年
９
月
25日

青
森
県
監
査
委
員

片
谷

稔

同
橋
本
敏
子

同
須
藤
健
夫

同
山
内

崇

監
査
箇
所
名

都
市
計
画
課

監
査
年
月
日

平
成
14年
９
月
９
日

監
査
を
実
施
し
た
監
査
委
員

片
谷
稔
橋
本
敏
子
須
藤
健
夫

監
査
事
項

平
成
13年
度
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
(平
成
14年
５
月
31日
現
在
)
及
び

関
連
す
る
事
務

１
一
般
会
計

�
歳

入
(単
位
円
)

�
歳

出
(単
位
円
)

２
青
森
県
下
水
道
事
業
特
別
会
計

�
歳

入
(単
位
円
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

款
科

目
調
定
額

収
入
済
額

不
納

欠
損
額

収
入
未
済
額

７
分
担
金
及
び

負
担
金

2,310,470,000
2,310,470,000

0
0

８
使
用
料
及
び

手
数
料

14,917
14,917

0
0

９
国
庫
支
出
金

6,818,124,000
6,818,124,000

0
0

14
諸
収
入

895,505,500
895,505,500

0
0

計
10,024,114,417

10,024,114,417
0

0

款
科

目
予
算
額

支
出
済
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

８
土
木
費

6,827,959,000
6,467,285,553

342,647,000
18,026,447

計
6,827,959,000

6,467,285,553
342,647,000

18,026,447
号
外
第
九
十
三
号

平
成
十
四
年
九
月
二
十
五
日

(

水
曜
日)

�
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歳

出
(単
位
円
)

上
段
(
)
は
本
庁
分
の
み
､
下
段
は
本
庁
及
び
公
所
を
含
め
た
全
体
で
あ
る
｡

３
青
森
県
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計

�
歳

入
該
当
な
し

�
歳

出
(単
位
円
)

４
青
森
県
地
下
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

�
歳

入
(単
位
円
)

�
歳

出
(単
位
円
)

監
査
結
果

平
成
13年
度
に
お
け
る
財
務
事
務
の
執
行
及
び
関
連
す
る
事
務
に
つ
い
て
､
一
般
会
計
及
び
青

森
県
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
､
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
｡

し
か
し
､
青
森
県
下
水
道
事
業
特
別
会
計
及
び
青
森
県
地
下
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

款
科

目
調
定
額

収
入
済
額

不
納

欠
損
額

収
入
未
済
額

１
分
担
金
及
び

負
担
金
(3,384,832,562)
3,384,832,562

(3,384,832,562)
3,384,832,562

(0)0
(0)0

２
使
用
料
及
び

手
数
料

(0)
72,935,814

(0)
49,819,224

(0)0
(0)

23,116,590

３
国
庫
支
出
金
(3,133,994,000)
3,133,994,000

(3,133,994,000)
3,133,994,000

(0)0
(0)0

４
繰
入
金

(154,919,000)
154,919,000

(154,919,000)
154,919,000

(0)0
(0)0

５
繰
越
金

(462,989,083)
462,989,083

(462,989,083)
462,989,083

(0)0
(0)0

６
諸
収
入

(57,916,150)
57,916,150

(57,916,150)
57,916,150

(0)0
(0)0

７
県

債
(1,029,000,000)
1,029,000,000

(1,029,000,000)
1,029,000,000

(0)0
(0)0

計
(8,223,650,795)
8,296,586,609

(8,223,650,795)
8,273,470,019

(0)0
(0)

23,116,590

款
科

目
予
算
額

支
出
済
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

１
下
水
道

事
業
費
(1,516,828,300)
7,716,466,000

(1,505,605,226)
6,662,398,276

(0)
1,042,843,000

(11,223,074)
11,224,724

２
公
債
費

(925,838,000)
925,838,000

(925,286,896)
925,286,896

(0)0
(551,104)
551,104

計
(2,442,666,300)
8,642,304,000

(2,430,892,122)
7,587,685,172

(0)
1,042,843,000

(11,774,178)
11,775,828

款
科

目
予
算
額

支
出
済
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

１
土
木
費

245,826,000
245,826,000

0
0

計
245,826,000

245,826,000
0

0

款
科

目
調
定
額

収
入
済
額

不
納

欠
損
額

収
入
未
済
額

１
使
用
料
及
び

手
数
料

87,252,482
87,252,482

0
0

２
繰
入
金

187,949,000
187,949,000

0
0

３
諸
収
入

189,433
189,433

0
0

４
繰
越
金

7,066,404
7,066,404

0
0

計
282,457,319

282,457,319
0

0

款
科

目
予
算
額

支
出
済
額

翌
年
度

繰
越
額

不
用
額

１
地
下
駐
車
場

運
営
費

53,503,000
52,780,591

0
722,409

計
53,503,000

52,780,591
0

722,409

�
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は
､
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

１
青
森
県
下
水
道
事
業
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
(流
域
下
水
道
事
業
を
含
む
｡
)
は
､
地
方
財
政
法
上
の
公
営
企
業
と
さ
れ

て
お
り
､
そ
の
経
理
は
､
特
別
会
計
を
設
け
て
行
い
､
そ
の
経
費
は
当
該
企
業
の
経
営
に
伴
う
収

入
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
｡

一
方
､
地
方
公
営
企
業
法
上
､
当
事
業
に
同
法
を
適
用
す
る
か
否
か
は
任
意
と
さ
れ
て
お
り
､

本
県
に
お
い
て
は
適
用
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
｡

し
か
し
な
が
ら
､
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
た
場
合
に
､
初
め
て
公
営
企
業
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
､
同
法
を
適
用
す
る
場
合
と
適
用
し
な
い
場
合
の
相
違
は
､
経
理
を
い

わ
ゆ
る
企
業
会
計
方
式
で
行
う
か
､
あ
る
い
は
､
官
庁
会
計
方
式
で
行
う
か
と
い
う
点
な
ど
で
あ

り
､
経
営
の
基
本
原
則
は
何
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
く
､
当
事
業
の
経
営
は
一
般
会
計
と
の
間
の

適
正
な
経
費
負
担
区
分
を
前
提
と
し
て
､
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
制
の
下
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
｡

さ
て
､
青
森
県
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
､
岩
木
川
流
域
下
水
道
事
業
､
馬
淵
川
流
域
下
水
道

事
業
及
び
十
和
田
湖
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
３
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
､
岩
木

川
流
域
及
び
馬
淵
川
流
域
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
､
建
設
時
に
お
け
る
経
費
及
び
維
持
管
理

費
等
に
つ
い
て
､
下
水
道
法
の
規
定
に
よ
り
､
県
は
､
受
益
市
町
村
か
ら
受
益
の
範
囲
で
負
担
金

を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
岩
木
川
流
域
及
び
馬
淵
川
流
域
の

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
と
の
間
で
｢覚
書
｣
の
締
結
等
(【
参
考
】
参
照
)
に
よ
り
､
受
益
市
町
村

か
ら
の
負
担
金
を
も
っ
て
そ
の
事
業
実
施
の
財
源
の
一
部
と
し
て
い
る
｡

【
参
考
】

１
建
設
時
の
経
費

建
設
時
に
お
け
る
経
費
の
負
担
区
分
は
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

２
維
持
管
理
費
負
担
金
単
価

岩
木
川
流
域
及
び
馬
淵
川
流
域
下
水
道
に
お
け
る
維
持
管
理
負
担
金
単
価
(流
入
水
量
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
負
担
額
)
を
次
の
算
式
に
よ
り
定
め
て
い
る
｡

な
お
､
原
則
的
に
は
５
年
で
見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
｡

維
持
管
理
費
＋
資
本
費
(地
方
債
償
還
額
－
地
方
交
付
税
措
置
額
)
±
累
積
収
支
差
額

計
画
流
入
水
量

ま
た
､
十
和
田
湖
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
､
維
持
管
理
経
費

に
つ
い
て
､
県
は
､
受
益
市
町
村
住
民
か
ら
の
使
用
者
使
用
料
､
秋
田
県
か
ら
の
負
担
金
及
び
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
も
っ
て
そ
の
事
業
実
施
の
財
源
と
し
て
い
る
｡

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
､
本
県
の
下
水
道
事
業
特
別
会
計
を
み
る
と
､
そ
の
歳
入
及
び
歳
出
は
､

〈
歳
入
〉
国
庫
支
出
金
下
水
道
事
業
収
入
(負
担
金
等
)
一
般
会
計
繰
入
金
起
債
そ

の
他
の
諸
収
入

〈
歳
出
〉
下
水
道
事
業
費
(維
持
管
理
費
等
)
起
債
償
還
金
一
般
会
計
繰
出
金
そ
の

他
の
諸
支
出
金

と
な
っ
て
お
り
､
平
成
13年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
額
は
､
次
の
と
お
り
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
｡

区
分

内
容

負
担
率

国
庫
補
助
金

１
／
２
～
２
／
３

県
費
(地
方
債
)
地
方
債
償
還
時
に
一
部
(１
／
２
～
10／

10)
地
方
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
｡
１
／
４
～
１
／
６

市
町
村
負
担
金

１
／
４
～
１
／
６

区
分

金
額

１
歳

入
総

額
千
円

8,273,470

分
担
金
及
び
負
担
金

3,384,833

使
用
料
及
び
手
数
料

49,819

国
庫
支
出
金

3,133,994

繰
入
金

154,919

繰
越
金

462,989

諸
収
入

57,916

県
債

1,029,000

２
歳

出
総

額
7,587,685

流
域
下
水
道
事
業
費

5,242,257

岩
木
川
流
域
下
水
道
管
理
費

881,587

馬
淵
川
流
域
下
水
道
管
理
費

315,813

十
和
田
湖
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
管
理
費

222,741

公
債
費

925,287

�
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し
か
し
､
一
方
で
は
､
受
益
市
町
村
か
ら
の
負
担
金
徴
収
等
に
必
要
な
資
料
と
し
て
｢収
支
計

算
書
｣
が
作
成
さ
れ
て
お
り
､
こ
れ
に
よ
れ
ば
､
｢一
般
会
計
繰
入
金
｣
は
更
に
727,718千

円

(岩
木
川
流
域
下
水
道
事
業
473,556千

円
､
馬
淵
川
流
域
下
水
道
事
業
254,162千

円
)
必
要
な
も

の
と
さ
れ
て
い
る
｡

�
岩
木
川
流
域
下
水
道
事
業

平
成
13年

度
に
お
い
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
べ
き
額
473,556千

円
を
繰
り
入
れ
し

て
い
な
い
｡

こ
の
こ
と
は
当
該
事
業
の
性
格
に
照
ら
し
､
適
切
さ
を
欠
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

一
方
､
平
成
13年
度
の
｢収
支
計
算
書
｣
(見
込
み
)
に
よ
れ
ば
､
単
年
度
収
支
で
777,604

千
円
､
累
積
収
支
で
2,962,092千

円
の
黒
字
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
｡

こ
の
単
年
度
収
支
777,604千

円
黒
字
の
主
な
要
素
と
し
て
は
､

①
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
相
当
額
473,556千

円

②
過
年
度
に
お
い
て
市
町
村
負
担
金
の
単
価
改
正
を
適
時
に
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
余
剰
分

③
独
立
採
算
制
を
維
持
す
る
う
え
で
の
必
要
な
内
部
留
保
分

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
､
③
の
明
確
な
峻
別
は
､
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
｡

�
馬
淵
川
流
域
下
水
道
事
業

平
成
13年

度
に
お
い
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
べ
き
額
254,162千

円
を
繰
り
入
れ
し

て
い
な
い
｡

こ
の
こ
と
は
当
該
事
業
の
性
格
に
照
ら
し
､
適
切
さ
を
欠
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

一
方
､
平
成
13年
度
の
｢収
支
計
算
書
｣
(見
込
み
)
に
よ
れ
ば
､
単
年
度
収
支
で
274,258

千
円
､
累
積
収
支
で
279,857千

円
の
黒
字
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
｡

こ
の
単
年
度
収
支
274,258千

円
黒
字
の
主
な
要
素
と
し
て
は
､

①
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
相
当
額
254,162千

円

②
独
立
採
算
制
を
維
持
す
る
う
え
で
の
必
要
な
内
部
留
保
分

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
､
②
の
明
確
な
峻
別
は
､
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
｡

�
十
和
田
湖
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

平
成
13年

度
の
｢収
支
計
算
書
｣
(見
込
み
)
に
よ
れ
ば
､
単
年
度
収
支
で
124,013千

円
､

累
積
収
支
で
1,057,302千

円
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
｡

こ
の
赤
字
の
要
因
と
し
て
は
､
年
間
の
観
光
客
が
350万

人
で
収
支
が
成
り
立
つ
計
画
に
対

し
､
最
近
で
は
､
景
気
低
迷
等
に
よ
り
､
観
光
客
が
250万

人
程
度
と
､
計
画
と
実
績
と
に
乖

離
が
著
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
主
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
｡

次
に
､
今
回
の
定
期
監
査
に
関
連
し
て
､
平
成
12年
度
以
前
に
つ
い
て
も
可
能
な
範
囲
で
関
係

書
類
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
､
岩
木
川
流
域
下
水
道
事
業
に
係
る
分
に
つ
い
て
は
､
平
成
13年

度
と
同
様
の
事
案
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
､
そ
の
他
､
岩
木
川
流
域
下
水
道
事
業
の
負

担
金
を
馬
淵
川
流
域
下
水
道
事
業
の
経
費
と
し
て
使
用
し
て
い
る
状
況
も
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
｡

�
平
成
12年
度

①
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
べ
き
額
415,919千

円
を
繰
り
入
れ
し
て
い
な
い
｡

②
岩
木
川
流
域
下
水
道
事
業
の
負
担
金
を
馬
淵
川
流
域
下
水
道
事
業
関
係
の
経
費
と
し
て
使

用
し
て
い
る
｡

12,310千
円

�
平
成
11年
度

①
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
べ
き
額
352,821千

円
を
繰
り
入
れ
し
て
い
な
い
｡

②
岩
木
川
流
域
下
水
道
事
業
の
負
担
金
を
馬
淵
川
流
域
下
水
道
事
業
関
係
の
経
費
と
し
て
使

用
し
て
い
る
｡

37,715千
円

�
平
成
10年
度

①
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
べ
き
額
312,163千

円
を
繰
り
入
れ
し
て
い
な
い
｡

②
岩
木
川
流
域
下
水
道
事
業
の
負
担
金
を
馬
淵
川
流
域
下
水
道
事
業
関
係
の
経
費
と
し
て
使

用
し
て
い
る
｡

31,037千
円

２
青
森
県
地
下
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

３
歳

入
歳

出
差

引
額

685,785

４
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源 �

継
続
費
逓
次
繰
越
額

0

�
繰
越
明
許
費
繰
越
額

188,789

�
事
故
繰
越
し
繰
越
額

0

計
188,789

５
実

質
収

支
額

496,996

６
実
質
収
支
額
の
う
ち
地
方
自
治
法
第
233
条
の

２
の
規
定
に
よ
る
基
金
繰
入
額

0

�
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青
森
県
柳
町
駐
車
場
の
管
理
運
営
等
に
係
る
事
業
で
あ
り
､
事
業
実
施
主
体
は
青
森
県
で
あ
る
｡

事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
､
地
下
駐
車
場
事
業
収
入
(駐
車
場
使
用
料
)
､
一
般
会
計
繰
入

金
等
を
も
っ
て
そ
の
事
業
実
施
の
財
源
と
し
て
い
る
｡

駐
車
場
使
用
料
に
お
い
て
､
調
定
手
続
が
遅
延
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

14か
月
以
上
遅
延
２
件
297,640円

こ
れ
は
､
駐
車
場
内
に
お
け
る
｢電
照
広
告
板
設
置
｣
(駐
車
場
使
用
料
)
に
つ
い
て
､
許
可

後
の
事
務
手
続
が
適
正
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡

意
見

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
､
監
査
結
果
(下
水
道
事
業
特
別
会
計
)
で
も
述
べ
た
と
お
り
､

そ
の
事
業
運
営
は
､
一
般
会
計
と
の
間
の
適
正
な
経
費
負
担
区
分
を
前
提
と
し
て
､
公
営
企
業
と
し

て
独
立
採
算
制
の
下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
｡

し
た
が
っ
て
､
毎
年
度
の
決
算
に
当
た
っ
て
は
､
本
来
､
当
事
業
の
会
計
に
属
す
べ
き
す
べ
て
の

収
入
及
び
支
出
を
計
上
し
､
そ
の
差
し
引
き
を
当
事
業
会
計
の
収
支
と
し
て
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
｡

そ
の
際
､
こ
れ
ま
で
の
経
理
方
式
(
｢官
庁
会
計
方
式
｣
)
に
つ
い
て
も
､
そ
の
是
非
に
つ
い
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡

ま
た
､
受
益
市
町
村
か
ら
の
負
担
金
の
徴
収
に
当
た
っ
て
は
､
そ
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
諸
数
値

を
不
断
に
精
査
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
､
事
業
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
､
極
力
､
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
､
受
益
市
町
村
に
対
し
､
適
時
､
そ
の
事
業
情
報
の

開
示
に
努
め
､
そ
の
理
解
を
十
分
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

そ
の
際
､
当
事
業
の
性
格
に
つ
い
て
も
併
せ
て
理
解
を
得
､
円
滑
な
事
業
遂
行
の
た
め
の
適
正
な

内
部
留
保
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
｡

�
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(

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

発

行

所

・

発

行

人

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

青
森
市
古
川
二
丁
目
一
七
番
五
号

東

奥

印

刷

株

式

会

社

印

刷

所

・

販

売

人
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